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第 4 部 快 適 環 境 づ く り

豊か な緑 、 さ わや か な空気 、 清 ら か な水辺 、 美 し い街な みや歴史的な雰囲気な どが 、 パ フ ソ ス よ く 備

わ っ た 快適な環境 ( ア メ ニ ブ ィ ) は 、 生活に う る お い と やす ら ぎ を与え る な ど様々 な恵み を も た ら し 、

健康の維持 、 増進 、 精神の J フ レ ッ シ ュ あ る し ･ は 、 子供の健やか な成長に欠かせな い も のであ る 。

こ の よ う な生活の質の向上 、 精神的な豊か さ を環境に求め よ う と す る 要請に応え る ため 、 公害の防止

や 自 然環境の保全に と ど ま ら ず 、 快適な環境を積極的に創造 じて い く こ と が ま す ま す重要な課題 と な っ

て い る 。

こ う し た こ と か ら 、 県では次の よ う な施策を実施 し て い る 。

1 快適環境整備事業の推進

昭和61年度の環境庁の 快適環境整備事業の対象地域 と して米子市が指定 さ れた こ と に伴い 、 ｢活力

と ロ マ ン の あ る ふ る さ と づ く り を理念 と し て 、 美 し い ま ち を つ く る 、 楽 し い ま ち を つ く る 、 人 に優 し

い ま ち をつ く る ｣ と い う こ と を 内容 と し た米子市ア メ ー ブ ィ タ ウ ソ 。十画策定の促進を図 っ た 。

同市において は 、 快適環境づ く り を総合的 、 。十画的 に進めてい く た め 、 。十面策定に市民の参画を求

め 、 行政 と市民が力 を合わせて 快適環境の創造に取 り 組んでい る 。

本県では 、 米子市ア メ ー プ ィ タ ウ ソ 。十画を 快適環境づ く り の モ プル事業 と位置づけ 、 快適環境づ く

り に積極的な推進を 図 る こ と と し て い る 。

2 因伯の名水

鳥取県は幸い に し て 、 清 ら かで豊か な水に恵 ま れ 、 県民は こ れを心のふ る さ と と し て幾多の文化を

培 っ て来た。

こ れ ら の水の中 には 、 古 く か ら人々 と の関わ り を物語 る 古事来歴を持つ も のや 、 優良 な水環境が含

ま れてお り 、 昭和60年 3 月 に環境庁が選定 し た全国名水百選に淀江町の ｢天の真名丼｣ が選定 さ れ 、

こ れを契機に本県では 、 昭和60年 6 月 に ｢因伯 の名水｣ と し て 。十16の水域を選定 し た 。

平成元年度には 、 こ れ ら 名水の保全 と 活用 を 図 る た め羽合町で ｢第 3 回名水保全の集い｣ を 開催 し

た 。 ま た 、 平成 2 年1 2月 に ｢因伯 の名水｣ と し て 。十 5 の水域を追加選定 し た 。

こ れ ら の名水 につ いては 今後 、 周辺の環境整備を促す と と も に 、 そ の活用 と 保全を積極的に進め

る こ と と し て い る 。

3 鳥取県を美 し く す る運動

県民のすべて が健康で文化的な生活を営むた め には 、 生活環境を清潔で 快適な も の にす る 必要が あ

る 。

ご み の な い清潔な生活環境づ く り は 、 我 々 県民に課せ ら れた義務であ り 、 県 市町村の積極的な施

策 と と も に 、 県民一人一人の正 し い理解 と協力 を得て強力 に推進 し てゆ く 必要が あ る 。
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こ の た め 、 昭和46年か ら市町村及び各種関係団体の協力の も と に ｢鳥取県を美 し く す る 運動｣ を実

施 し 、 県民の環境保全意識を高揚 し 、 河川 、 海岸等公共の場所か ら ごみ を一掃す る 運動を展開 し て き

た 。
平成 5 年度の事業実施結果は次の と お り であ る 。

( 1 ) 運動期間 平成 5 年 9 月 1 日 ~ 9 月 30 日

l ( 2) 運動内容

" ァ 広報活動

"l 市町村広報紙に運動の趣旨を掲載す ると と も に 、 有線放送等を通 じて運動への参加 と意識の高
f 場を 図 っ た 。
! イ 知事表彰

! f 地域環境美化に功績の あ っ た団体 ･ 個人に対 し知事表彰を行 っ た 。(鳥取市を美 し く す る 会、 気高町老人 ク フ ブ連合会ポ フ ソ テ ィ ア部会)

市町村、 各種団体、 自 治会等が中心 と な り 河川 、 湖沼 、 海岸 、 公園等の清掃を実施す る と と も議 - ゥ 清掃活動に不法投棄 ごみ の除去を行 っ た 。

= ェ 不法投棄の監視指導

市町村 ･ 保健所が 、 不法投棄の監視指導パ ト ロ ー ルを実施 し た 。 更に警察の協力を得て不法投

棄者の監視取締パ ト ロ ー ル を実施 し た 。

オ ご み容器、 立札の 設置

公共の場所に ごみ容器を設置す る と と も に 、 不法投棄を し な い よ う 立札を設置 し た 。

力 各種会合

　 　 　 　 　 　 　 　
′ て定め ら れた 。

かねて よ り ｢世界環境デー｣ を含む 6 月 を ｢環境月 間｣ と 位置付け 、 全国的に幅広い運動が行われ 、

本県 に おい て も 、 こ の趣 旨 に沿 っ て市町村及び各種団体の協力 の も と に多彩な行事を実施 し 、 環境保

全につ いて の意義を広 く 県民に普及 し 、 啓発に努め る た め各種の行事を行 っ て い る が 、 平成遂年度の
実施状況は次表の と お り であ る 。
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平成 6 年度環境月 間行事実績一覧表

(鳥取県)表151 環境月 間行事一覧表

行 事 名 内 容 主 催 場 所 期 日 参加人数

〔県)

市町村環境保全担当課長

会議

･鳥取県 鳥取県庁 6/ 1 0 1 0 0名

小中学生の研究 グル ー プ

募集

･ 環境パ ト ロ ー ル事業

･ 酸性雨チ ェ ッ ク 事業

鳥取県 6/ 1 ~ 6/3 0

環境 ま ん が コ ン ク ー ル ･ 1 コ マ も の 、 4 コ マ も の 、 ス ト j も の 島取県 6/ 1 ~ 9 / 3 0 1 0 7 ′まま

交通公害調査 ･ 自 動車排出 ガ ス 濃度、 自 動車騒音

道路交通振動等の 測定実施

鳥取県 鳥取市他

計 23地点

6/3

6 / 1 7

特定事業場排出濶査 ･ 水質汚濁防止法、 県公害防止条例

に基づ く 特定事業場凋査

鳥取県 鳥取市他

計55事業所

6/ 1 ~ 6 / 3 C

(市町村)

記念植樹 鳥取市 鳥取市内 保育所 6/ 1 0

布 お むつ の無償配布

( エ コ マ ー ク 商 品 )

母子手帳交付 と あ わ せ配布 鳥取市 Tは掟セ ント 6/ 5 ~

名 木 ･ 古木観察会 鳥取市指定の保存樹木等優れた 自 然

の観察会

鳥取市 市内各所 6/ 1 2 4名

環境問題 シ ン ポ ジ ウ ム テ ー マ

｢ ご み の分別収集、 減量化を考え る

国府町 打中央公民館 6 / 1 9 8 0名

環境美化運動 町内 の側溝清掃 岩美町 町浦富地区 6/ 5~ 26 2 8 0名

′′ ク リ ー ン ク リ ー ン活動

対象 町内小中学校

岩美町

生ゴ ミ 処理容器の斡旋

補助事業

町内各部落区長を通 じ て生ゴ ミ 処理

容器 を町民へ斡旋 ･ 補助

郡家町 "上旬

環境美化運動 郡家町 5/ 8 ~ 6 / 2 6

環境美化運動 参加団体 町内 小中学校 船岡町 6/ 5 7 0 0名

環 境 問 題 に 関 す る

ア ン ケ ー ト 凋査

対象 町内全世帯 鹿野町 6/ 1 0~ 6/ 1 7

花 と 緑の 町づ く り 配布先 公共滝誤 訳、 バ ス 停 、 店舗、 夢薪 八東町 町内一 円 6/3

広報 機関紙 ｢かん き ょ う ｣ の 発行 八東町 町内一円 6/ 1 7

緑化運動 小学校児童が植栽

参加者 町教委 、 小学校

用瀬町 町運動公 6/ 1 6 ~ 2 1 2 3 2名

環境美化運動 ごみ収集場所の整備 佐治村 村内 5 か 6 /
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行 事 名 内 容 主 催 場 所 期 日 参加人数

ごみ処理施設見学研修 施設概要

焼却施設、 不熟糠鰯、 し尿処理場

鹿野公民館

鹿野生活報

姫名

環境美化運動 ご み 、 空 き 缶拾い 青谷町 町内河川 ･

海岸

6/5 ~ 6/ 2 6 6 1 0名

記念植樹 環境週間記念植樹 倉吉市 倉吉市内 6/1 1

環境美化運動 河川譜掃 威媛地区玉川

接 しける 会

倉 吉 市内 6/ 1 2

環境美化将勤 町内 の一斉清掃 大栄町 町内全域 64 ~ 6/3 0 5 2 0名

ク リ ー ン せ き がね一斉

行動の 日

町内 自 治公民館単位に地区の一斉

清掃

関金町 町内一円 6/ 1 9

施設見学 対象 中学生

施設 廃棄物処理施設

米子市 市清掃工場

外

6/28 3 3名

環境美化活動 市内 を 流れ る 加茂川周辺の清掃 城川を美 む け る

運動連絡協議会

加茂川周辺 6/26 6 2 0名

環境美化作文募集 対象 月･ ･ 中学生 、 米子市 5/24~

標語 ･ イ ラ ス ト 募集 テ ー マ 環境問題、 自 然保護 米子市 5/ 2 5~

広報 媒体 市内電光掲示板 米子市 市公会堂甑 6/ 1 ~ 3 0 -

/ サ イ ト ･ “ ン ア フ ブ連絡会 毎岸線の散乱 ゴ ミ を一掃す る た め 、

関係機関が協調 し て対策を実施

境港市 狛臘門燈改善総合

セ ノ ク

6 / 7

癇習会 市が購入 し た ミ ニ プ ラ ン ト で古 く

な っ た食用 油か ら 粉石鹸を作 り 、

生活排水対策 と リ サ イ ク ルを考え る 。

境港市

自治会婦人部

市公民館 6/ 9

ゴ ミ 問 題 に つ い て の 研 修 会 テ ー マ ゴ ミ の減量化や リ サ イ ク ル

( 日吉津村の こ れか ら の繋縢につ いて)

ふ る さ と づ く り

経顱舩

村中央公民館 6/ 2 4

清掃セ ン タ ~ 見学会 中山町清掃セ ン タ ー の一般公開 中山町 打清掃セ ノ ク 5 / 3 0 ~ 6/3

環境美化運動 町内 の空 き缶拾い

参加者 町民、 小中学生

西伯町 町内全域 6/5 20 0 0名

環境美化運動 町の環境を美 し く す る 運動 岸本町 町内全域 6/ 1 2 3 0 0名

環境美化運動 町内一斉清掃 江府町 町内全域 6川 ~ 6/6

施設見学 対象 小学生 日 野町 町焼却場 6/9
l

( 陸運支局 ) ‘ II

排気ガ ス 測定 街頭で車両の排気ガ ス 測定 陸運支局 陸運支局

管内

6/6
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第 5部 総合的な環境保全行政

第 1 節 環境影響。平価

大規模な開発事業を実施 し よ う と す る 場合、 そ の事業の実施が周辺の環境に どの よ う な影響を与え る

か 、 事業実施前に あ ら か じ め凋査、 予測 、 評価 し 、 自 然環境の保全 、 公害の未然防止を図 る た め 、 平成

3 年1 1月 に ｢鳥取県環境影響評価実施要綱｣ を制定 し 、 平成 4 年 2 月 か ら 施行 し て い る 。 こ の要綱の対

象 と な る 事業の種類 と 規模は 、 表152の と お り で あ る 。 今後要綱を適正に施行 し 、 環境の保全 と 公害の

防止を図 っ て い く こ と に して い る 。

表152 鳥取県環 立影響評価実施要綱の対象事業一覧表

種 類 対 象 事 業 規 模

道 路 の 建 設 ①高速道路の新設、 改築、 ②道路交通法上の道路で 4 車線1o km以上の も の

鉄 道 の 建 設 新幹線の建設、 改良

飛 行 場 の 建 設

①2 , 500 メ ー ト ル以上の滑走路を有す る 飛行場の新設

②2 , 500 メ ー ト ル以上の滑走路を増設す る も の又は滑走路の長 さ を500 メ ー ト ル以上

延長す る も の (延長後の長 さ が2 , 500 メ ー ト ル以上であ る も の に限 る 。 )

ダ ム 又 は放水路

の 建 設

①湛水面積が200ヘ ク タ ール以上の も の

②土地改変面積が100ヘ ク タ ー ル以上の放水路の新設

埋立て 又 は干拓 埋立て及び干拓の区域の面積が50ヘ ク タ ールを超え る も の

廃棄物処理施設

の 建 設

①処理能力の合。十が 1 日 当た り 100 ト ン 以上の ごみ処理施設等の設置

増加す る処理能力の合。十が 1 日 当た り 100 ト ン 以上の ごみ処理施設等の変更

②処理能力の合。十が 1 日 当た り 100 キ ロ J ッ ト ル以上の し尿処理施設の設置

増加す る 処理能力の合。十が 1 日 当た り 100 キ ロ リ ッ ト ル以上の し尿処理施設の変更

③埋立て の区域の面積が30ヘ ク タ ー ル以上の最終処分場の設置

変更後の面積が30ヘ ク タ ール以上 と な る最終処分場の変更

電 気 工 作 物

(発電所) の 建 設

出力 3 万kw以上の水力発電所、 15万kw以上の火力発電所の設置

増加す る 出力が 3 万kw以上の水力発電所、 15万kw以上の火力発電所の変更

工 場 等 の 建 設

1 日 当た り の平均排出水量か10 , 000立方 メ ー ト ル以上の も の又は 1 時間当た り の最

大排出 ガ ス量が40 , 000 ノ ルマ ル立方 メ ー ト ル以上の も のの新設

増加す る 1 日 当 た り の平均排出水量が10 , 000立方 メ ー ト ル以上の も の又は 1 時間当

た り の最大排出 ガス量が40 , 000 ノ ルマ ル立万 メ ー ト ル以上 と な る 変更

住宅団地 の造成 施行す る 土地の区域の面積が100ヘ ク タ ー ル以上の も の

土地区画整理事業 施行す る 土地の区域の面積か100ヘ ク タ ー ル以上の も の

工場又 は事業場

用 地 の 造 成
一団の土地の区域の面積が100ヘ ク タ ー ル以上の も の

ゴル フ場又はスキー場

用地の造成又は整備
一団の土地の区域の面積が50ヘ ク タ ー ル以上の も の

農 用 地 の 造 成 施行す る 土地の区域の面積が500 ヘ ク タ ー ル以上の も の

岩石等採取事業 施行す る 一団の土地の区域の面積が50ヘ ク タ ー ル以上の も の

I
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第 2 節 鳥取県地域環境保全基金

平成 2 年 3 月 に環境庁の補助を受け 、 環境保全に関す る 知識の普及、 実践活動の支援等地域に根 ざ し

た環境保全活動を推進す る ため 、 ｢鳥取県地域環境保全基金｣ を設置 し た 。 (基金の額 4 億円 )

こ の基金の運用益に よ り 平成 4 年度か ら各種の環境保全に関す る 普及啓発事業を実施 して い る が 、 平

成 5 年度に実施 し た事業は表の と お り で あ る 。

第 3 節 環境教育の推進

近年、 国民の生活様式の変化、 消費の増大等に よ り 生活排水に起因す る 河川や湖沼 の水質汚濁、 ご み

の処理問題、 自 動車交通量の増大に よ る 大気汚染な ど住民一人ひ と り が被害者であ る と 同時に加害者で

あ る都市 ･ 生活型公害が顕在化 してい る 。 ま た 、 フ ロ ン ガ ス に よ る オ ゾ ン層の破壊、 地球温暖化 、 酸性

雨な どの地球的規模の も の ま で 、 環境問題は複雑、 多様化 して し ･ る 。 こ う し た環境問題の解決のた め に

は 、 行政は も と よ り 県民一体 と な っ た取組が必要であ り 、 ま た 、 県民一人ひ と り が環境 と の関わ り に つ

い て理解を深め 、 責任あ る 行動が と れ る よ う 学習す る こ と が重要であ る 。 こ の た め 、 平成 3 年1 1 月 に学

識経験者、 関係行政機関職員 。十1 6名 で構成す る鳥取県環境教育検討委員会を設置 し 、 鳥取県におけ る 環

境教育を推進す る た め の基本方針の策定に当た り 、 平成 4 年 3 月 に ｢鳥取県環境教育基本方針｣ (やす

ら ぎ と う る お し ･ の あ る 快適 な環境をめ ざ して ) を策定 し た 。
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1 環境教育推進事業 平成 3 年度に策定 し た ｢鳥取県環境教育基本方針｣ に基づ き 、

環境教育推進のための具体的施策を検討。

環境保全標語の募集

環境教育副読本の作成 対象 中学校 2 年生程度

2 生活排水対策推進事業 水質汚濁の著 しい湖沼流域の市町村連絡会議を開催す る と と も

に 、 生活排水対策推進用 パ ン フ レ ッ ト の作成、 プ レ ビ ス ポ ッ ト の

放映、 湖山池関連生活雑排水対策推進員養成講習会の開催、 ｢生

活排水対策の し お り ｣ の作成、 生活雑排水対策推進員研修会 大

会の開催等

3 少年少女環境ふれあい推進事業 中学生を対象 と し て 、 ｢樹木の大気浄化能力度チ ェ ッ ク 事業｣

(樹木の果たす大気保全機能を実験調査す る 事業) ｢星空 ウ ォ ッ

チ ン グ事業｣ (星空を観察す る こ と に よ り 大気汚染についての理

解 と 認識を深め る ) を実施す る と と も に 、 小学生を対象 と し て 、

自 分た ち の身の 回 り の環境問題を ブ ー マ に し て捌査研究を行 う

｢環境パ ト ロ ール事業｣ を実施す る 。

ま た こ れ ら の 3 事業の研究成果発表会を開催 し 、 報告書を作成。
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